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豊田市近代の産業とくらし発見館

アート座模型（1／32）　羽田道俊氏製作

　今と昔が共存する「豊田市」中心市街地。ここには大型の商業施設とともに、昔な

がらの路地や建物、明治・大正・昭和期から続く商店も数多く残っています。この地

区において、平成26年の喜多神社のクスノキ移植をはじめ、平成29年の完成を目指し

た「豊田市駅前通り北地区第一種市街地再開発事業」が動き始めました。

　今回の企画展では、明治・大正・昭和・平成と変化していく「豊田市」中心市街地

の変遷を地図と写真で紹介するとともに、「豊田市駅前通り北地区第一種市街地再

開発事業」について紹介します。

銀座通り夜景　昭和34年頃　カメラの店白樺提供
銀座通りを南から北に写した写真です。

左は牛豚肉いろは、八百啓、金沢屋洋品店、丸文食堂

と続き、右は梅月、宮口屋本店、鈴木時計、山形屋薬局

と続きました。

挙母駅前通り（東を望む）　昭和23年（1948）
駅前通りを西から東に写した写真です。

右手前から、タカララジオ、越後屋旅館、土方靴店、

ナガタヤ化粧品店、通称どじょう屋、川澄理容院、

朝日薬局と続いています。上部に挙母神社の森が

みえます。



西加茂郡役所　明治44年（1911）　福田良三氏提供　
明治44年12月29日に挙母第一尋常小学校を改築・移転した西加茂郡役

所です。この建物は、大正12年の郡制廃止にともなって挙母町役場へと

転用され、さらに挙母市役所から豊田市役所へと50年以上にわたって

使用されました。現在は、周辺も含めて参合館となっています。

　挙母のシンボルだった挙母城（七州城）は廃藩置

県後に取り壊されました。しかし、挙母は、明治12年

（1879）の郡制施行の際に郡役所がおかれるなど、

明治期に入っても依然として、この地方の政治経済

の中心地でした。明治28年（1895）には、初めて乗合

馬車、通称「ガタ馬車」が走りました。また、明治30

年代に入ると養蚕が盛んとなり、製糸工場が相次い

で操業しました。そして、挙母は西三河北部の繭取引

の中心として栄えました。

明治期

神明通り　明治末頃　福田良三氏提供　
現在の参合館付近から、東に向かって神明通りを写した写真です。

西町通り　明治末頃
乗合馬車「ガタ馬車」の出発点。中央にみえる火の見やぐらは挙母町役

場（現在の参合館）付近にありました。 地図① 「挙母町」商店図　昭和２年（1927）



　挙母町に三河鉄道の挙母駅ができた大正９年（1920）、駅前は

一面の桑畑でした。駅の開通により、物資の輸送は矢作川の水運

から鉄道へと移行し、挙母駅は街の新しい表玄関となりました。

　駅の開通とともに荷物を集散する運送会社、繭・蚕種の検査場

（現在の近代の産業とくらし発見館）・繭問屋・乾繭倉庫、米穀

類の問屋ができ、町並みを形成しました。その後、乗降客が増える

にしたがって、駅前は商店街へと形を変えていきました。

大正から昭和期

さん しゅ

挙母駅開通式・祝賀会当日の写真　大正９年（1920）10月31日
蒸気機関車は石炭を燃やすため、当初、火災の心配から、駅は町のはずれに建てられま

した。駅前にはカイコのえさとなる桑畑が広がっていました。

挙母ホテル　大正14年（1925）
大正14年に建てられたこの建物は、地下にカフェ、

１階にロビー、２、３階には客室があり、地方の駅

前ホテルには十分すぎる造りでした。時代を先取

りしたホテルでしたが、経営は厳しく、昭和８年

（1933）に売却され、原田屋書店となりました。

町の中心部　昭和初期
駅前通りを西に向かって写した写真です。右上に挙母駅、その上に加茂蚕糸の工場と煙

突が見えます。中央の３階建てビルは原田屋書店です。※この地図には当時のすべての店舗が記載されているわけではありません。



←繁華街銀座通り商店街　昭和27年（1952）頃　
左手に牛豚肉いろは、右手前から梅月、宮口屋本店、鈴木時計と

続いていました。

現在の一番街商店街　
柴宗呉服店、宝石メガネ時計 すずきと続きます。

現在の桜町通り　
勇吉屋、塚田時計と続きます。

桜町アーケードの賑わい　
昭和35年頃　カメラの店白樺提供

中町銀座アーケードの無い頃　昭和26～28年頃　カメラの店白樺提供　
中町通りを西から東に写した写真です。挙母神社の参道として賑わっていました。「八日市」は、子守

薬師の縁日にちなみ「薬師サービス」として昭和26年にはじまりました。

　中心市街地の町の名称は、現在の桜町は「北町」→「中町」→「桜町」、喜多町は「新町」→「北町」→「喜多町」と変

わりましたが、「神明」、「竹生」、「西町」は明治以来、町名が変わっていません。

神明通りと銀座通り（現在の一番街商店街）
　神明町は小料理屋、料理屋兼旅館が軒を連ねる挙母の歓楽街で、芸者の手配をする格子造りの置屋が何軒もあり

ました。最も多いときは20軒以上の置屋があったといわれています。浦野酒店（地図①参照）から西は江戸時代に米蔵

があったところから、蔵前と呼ばれました。また、柴宗呉服店から南へ続く通りは銀座通りと呼ばれていました。表紙の

写真は銀座通りの夜景を写したものです。

中町通り（現在の桜町通り）
　挙母神社の参道にあたる中町は、古くから多くの商店が軒を連ねていました。昭和

35年（1960）、中町アーケードセンターが完成した頃は経済も上向きで、「八日市」が開

かれる毎月八日は路面が見えないほどのにぎわいを見せました。中町アーケードセン

ターはその後、新町名にあわせて桜町アーケードへ名前を変えました。昭和60年、アー

ケードは撤去され、道路が拡幅されて歩道が整備されました。店舗が近代的に生まれ

変わった現在も、昔ながらの雰囲気をよく残している町筋です。

まちの思い出

たきょう



竹生通りの賑わい　昭和30年代　カメラの店白樺提供
喜多町通り（現在のひまわり通り）から、竹生方面を写した写真です。

左に鈴彦書店、右手に三笠の看板があります。厳密にいうと、名曲堂

（現在は第一楽器）から北が竹生通りです。

挙母マーケット付近の昭和町通り　昭和20年代末　カメラの店白樺提供
トヨダAA型の後ろの家並みは、右端から三嶋屋、稲垣農園、挙母マーケットを挟んで

佐野屋と続いていました。亜炭が路上に野積みにされている光景は、当時は当たり前

でした。男性の立っている交差点は、現在の昭和町４丁目交差点付近にあたります。

喜多町から竹生通り
　竹生通りは、古くから商店が軒を連ねたメインストリートの１つでしたが、挙母から足助・瀬戸方面へ向かう街道筋にありな

がら、水害によりその発展を妨げられてきました。戦前は児ノ口の東に桜堤防があり、竹生通りを水害から守っていました。

昭和町通り
　昭和町は古くは竹生浦と呼ばれ、昭和５年（1930）の省営バス（のち国鉄バス）岡多線開業後に町並みが整いました。昭和町

は省営バス「昭和町停留所」が出来た後につけられた町名です。道幅は四間（約７ｍ）あり、駅前通りが拡張されるまで、挙母

で最も広い道でした。

現在の喜多町3丁目交差点　
三重銀行、鈴彦書店と続く景色も北地区の再開発により新しく生まれ

変わります。

たきょううら

挙母マーケット　昭和30年代　カメラの店白樺提供　
昭和町にあった共同店舗です。魚屋・雑貨店などが通路を挟んだ両側に並

んでいました。現在のメグリアセントレの北東側にあたります。
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豊田市中心市街地
昭和36年～42年頃

中央の白い建物は東海銀

行（現在の三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行）です。トヨビルが

２階建てのころで、東海銀

行の横にほていやビルが

まだ建っていないことから、

昭和36年から42年に撮影

された写真のようです。

西町通り
　西町は、かつて刈谷道、岡崎道の

出発点で、明治の終わりごろまでは岡

崎へ通う馬車の始発点がありました。

昭和期に入ると、バスが走りやすいよ

うに、北町（現在の喜多町）の中部電

力前から西町に抜ける南北の道が広

げられました。

駅舎の変遷
　初代の挙母駅は、昭和34年（1959）の市名変更により豊田市駅と改称しました。駅舎は、同年の伊勢湾台風による被災を機

に建て替えられ、昭和36年にトヨビルが誕生しました。トヨビルは、それまで乗降するだけの場所だった駅に、ショッピングや飲

食のできる機能を加えた「民衆駅」として注目されました。その後、昭和45年に2階建てから4階建てに増築され、昭和60年には

新駅舎の高架に伴い姿を消しました。

挙母駅　昭和33年　『三河を走って85年』より

仮設の豊田市駅　昭和35年　『ふるさと豊田』より

トヨビルと駅前　昭和54年　カメラの店白樺提供 現在の豊田市駅

トヨビル竣工外観　昭和36年　カメラの店白樺提供　
「夢とくらしのターミナル」をキャッチフレーズに、愛知県下

でも珍しい民衆駅として注目されました。



駅前通りと駅前大型店の変遷
　大正９年（1920）の挙母駅（現在の豊田市駅）

開通後に形成されていった駅前通り商店街は、

昭和11年（1936）に道路拡幅が行われ、道幅が

約２倍になりました。

　駅周辺には昭和36年（1961）のトヨビル誕生以

降、昭和42年の「ほていや衣料センター」開店や

昭和45年の「サントクヤ」開店など大型店の出店

が相次ぎました。昭和46年には「長崎屋サン

ショッピングセンター」が、昭和47年には「ユニー

豊田ショッピングセンター」が開店しました。

　昭和54年になると名鉄豊田線が開通し、名古

屋市営地下鉄鶴舞線と相互直通運転が行われ

るようになりました。そして、駅の高架化に伴い

昭和59年にトヨビルが閉店し、再開発により、昭

和63年には駅西（名鉄豊田市駅とこ

の年開業の愛知環状鉄道新豊田駅

との間）に「豊田そごう」・「ｔ-Face」

が、平成７年（1995）には駅北東に

「豊田サティ」（現在のGAZA メグリ

アセントレ）が開店しました。「豊田

そごう」は、平成13年に「松坂屋豊田

店」となりました。

　まちの玄関口である駅とその周辺

地域は、平成19年の「コモ・スクエ

ア」開店と、それに続く駅前通り北地

区再開発によって、新しく生まれ変

わろうとしています。

駅前通り　昭和40年代前半　カメラの店白樺提供　
現在の喜多町３丁目交差点付近から、駅前通りを西に向かって写した写真です。左手には銀座通りの

ゲートと川新の看板があります。右手にみえる米惣の建物は、その後取り壊され、昭和46年に三重銀行

豊田支店となりました。ほていやのビルが建ち、街灯には「サントク」の名前が入っています。

駅前通り　平成21年　カメラの店白樺提供　
喜多町２丁目交差点付近から、駅前通りを北東に向かって写した写真です。この区画が北地区再開発

で新しく生まれ変わります。

駅前通り　昭和48年　カメラの店白樺提供　
現在の喜多町２丁目交差点付近から、駅前通りを東に向かって

写した写真です。左手には長崎屋の看板が、右手には、原田屋、

サントクヤ、ユニーの看板があります。右側の区画は、現在のコ

モ・スクエアです。

挙母駅前通り　昭和初期　駅側から丸中運送店、中部電力挙母営業所、大津屋と続きました。



挙母劇場　昭和26年　
現在の豊田市神明町にありました。当時の収容客席は

700～800席でした。昭和50年に鉄筋コンクリート３階

建てに建て替えられ、平成６年頃閉館しました。この挙

母劇場の鬼瓦は郷土資料館の庭に展示されています。

参考文献：『豊田市住宅地図』愛善図書出版社1968年、『豊田市史　三巻（近代）』豊田市1978年、伊藤俊郎『八日やくし繁昌記』1980年、
『とよた』豊田市役所1981年、『写真集 愛知百年』中日新聞本社1986年、杉本誠『三河鉄道』1988年、『写真集豊田いまむかし』
名古屋郷土出版社1989年、野沢昌樹『挙母下町を歩く』1993年、『挙母　資料に見る明治大正昭和の歩み』豊田市教育委員会
1995年、『挙母　資料に見る明治大正昭和の歩み資料編』豊田市教育委員会1995年、『株式会社アート座の歩み』株式会社アー
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平成26年度  豊田市近代の産業とくらし発見館企画展「明治・大正・昭和・平成  まちなかの変遷」

北地区再開発
　北地区再開発では、３棟の施設が建設されます。駅に近

い西側から、商業・業務棟、高齢者施設棟、住宅棟です。こ

れらの建物は、豊田市駅からの往来が２階部分で東西につ

ながり、かつ、都市防災機能を合わせ持ちます。再開発では、

駅前通りの道路・歩道も拡幅されます。

　緑に囲まれた建物の１、２階には店舗が続き、駅前通り

沿いに歩いて楽しい空間が計画されています。そして、高齢

者施設棟と住宅棟の間のコミュニティ広場の一角には、喜

多神社の北側にあった喜多町の山車蔵が移設され、今と昔

を、そしてそこに住む人々 をつなぐ架け橋となります。環境モ

デル都市にふさわしい新しい駅前の誕生が期待されます。

豊田市駅前通り北地区の再開発

基本設計段階の外観イメージパース

昭和劇場　昭和25年
『ふるさと豊田』より　　

市街地の北の入り口、竹生通り（竹生町

新山車蔵付近）にあり、北部の町村か

ら大勢の人が自転車で詰めかけました。

アート座オープン記念写真全景　カメラの店白樺提供
昭和26年10月、現在の喜多神社の西にオープンしました。映画館

の運営は川島興業社が行いました。その後、駅前の再開発に伴

い、昭和46年に長崎屋ビル７階へ移転新築し、平成３年の長崎

屋撤退とともに閉館となりました。

中心市街地に映画館が帰ってくる
　再開発のもう一つの目玉は、映画館です。

　豊田市中心市街地にはかつて３つの映画館がありました。

明治15年（1882）建設の劇場・祝栄座、後の寶集座を昭和

９年（1934）に改名した「挙母劇場」、大正２年（1913）建設

の劇場・大正座を昭和13年に新装改築した「昭和劇場」、

そして、地元有力者が発起人となって出資者を募り、昭和26

年にオープンした「アート座」でした。テレビの普及と娯楽の

多様化により、現在は豊田市中心市街地に映画館はありま

せんが、この再開発では、シネマコンプレックスの出店が決

まっています。

ほうしゅう ざ


